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国
民
年
金
保
険
料
は
、
将
来
の

た
め
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
忙
し
い
毎
日
、
わ
ざ
わ
ざ
金

融
機
関
へ
お
出
か
け
に
な
る
の
も

た
い
へ
ん
で
す
。
ま
た
、
つ
い
う

っ
か
り
納
め
忘
れ
を
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
口
座
振
替
は
、

と
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
毎

月
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と

さ
れ
大
変
便
利
で
す
。
預
貯
金
口

座
は
自
分
以
外
の
口
座
（
親
・
兄

弟
等
）
か
ら
で
も
引
き
落
と
し
が

で
き
ま
す
。

▽
申
込　

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
の

届
け
出
印
・
納
付
書
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
役
所
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
ま
た
は
、
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１４９１

　

、
�保

 
�
内
線　

、　

）

１４９２

２１３７

２１３８

�　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
加
入
中
に
病

気
や
け
が
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

た
場
合
や
加
入
者
が
亡
く
な
り
母

子
世
帯
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
国
民
年

１２

未未
納納
保保
険険
料料
のの
納納
付付

受受
付付
とと
年年
金金
相相
談談

ココ
ーー
ナナ
ーー
のの
開開
設設

金
保
険
料

未
納
に
つ

い
て
、
集

合
徴
収
を

実
施
し
ま

す
。ま
た
、

日
ご
ろ
年
金
に
関
し
て
疑
問
に
思

わ
れ
て
い
る
こ
と
や
保
険
料
の
相

談
な
ど
に
、
武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
の
担
当
者
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

◎
９
月　

日
２５

（
火
）・　

日
（
水
）・
田
無
庁
舎

２６

２
階
市
民
ロ
ビ
ー　

◎
９
月　

日
２７

（
木
）・　

日
（
金
）
保
谷
庁
舎
１

２８

階
ロ
ビ
ー

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時

◆
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
（�

０
４
２
２
・　

・
１
４
１
１
）、

５６

保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、　

、

１４９３

１４９４

�保
 
�
内
線　

、　

）

２１３７

２１３８

　

幼
・
小
・
中
・
高
校
生
の
こ
と
な
ら
、
園
や
学
校

と
相
談
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、「
園
や
学
校
以
外

の
人
の
考
え
も
聞
い
て
み
た
い
」
と
い
う
と
き
に
は

教
育
相
談
課
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�　

相
談
す
る
部
屋
は
個
室
に
な
っ
て
い
て
、
人
に
聞

か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
、
相
談
内
容
が
外
に
も
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

�　

保
谷
庁
舎
４
階
と
田
無
庁
舎
５
階
の
２
箇
所
に
あ

り
ま
す
。
予
約
制
な
の
で
、
電
話
を
か
け
て
か
ら
お

�
�
�
�
�
�
�
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出
か
け
く
だ
さ
い
。

�　

専
門
の
相
談
員
が
、
じ
っ
く
り
お
話
し
を
伺
っ
て
、

よ
り
よ
い
解
決
の
方
法
を
ご
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
相
談
者
の
年
齢
・
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
遊
び

な
が
ら
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�　
「
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
」、「
集
団
に
入
れ
な

い
」、「
性
格
や
行
動
が
気
に
な
る
」、「
い
じ
め
」、「
学

習
が
う
ま
く
す
す
ま
な
い
」、「
進
路
」
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
教
育
相
談
課
（�
　

・
４
９
７
２
）

２５

���
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選
挙
人
名
簿
登
録
者（
定
時
登
録
）数
が
確
定

　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
年
４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・　

月
に

１２

登
録
す
る
定
時
登
録
と
、
選
挙
の
つ
ど
行
わ
れ
る
選
挙
時
登
録
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
９
月
２
日
の
定
時
登
録
者
数
が
確
定
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

登
録
者
数
は
、
男
性
７
万
３
千　

人
、
女
性
７
万
４
千　

人
、
計　

４０

３０３

１４

万
７
千　

人
で
す
。
平
成　

年
６
月
２
日
の
定
時
登
録
者
数
と
比
較
し

３４３

１３

ま
す
と
、
男
性　

人
増
、
女
性　

人
増
、
計　

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

３１２

２８５

５９７

　

な
お
、
定
時
登
録
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
昭
和　

年
９
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

５６

③
平
成　

年
９
月
１
日
現
在
引
き
続
き
３
か
月
以
上
西
東
京
市
に
居

１３

住
し
て
い
る
方
（
他
市
区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
６

１３

月
１
日
ま
で
に
西
東
京
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
方
）

　

ま
た
、
次
の
資
格
を
有
す
る
方
が
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

① 
在
外
選
挙
人
名
簿
に
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ
と

② 
登
録
申
請
時
に
満　

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

２０

③ 
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

④ 
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
申
請
に
関
し
、そ
の
者
の
住
所
を
管
轄

す
る
領
事
官
の
管
轄
区
域
内
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
所
を
有
す

る
方

　

平
成　

年
９
月
３
日
現
在
の
在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
、
男
性

１３

　

人
、
女
性　

人
、
計　

人
で
す
。

１１０

８４

１９４

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�保
 
�
内
線　

）
２８１１

 　

テ
ー
マ
は

　

「
め
ざ
そ
う
！

　
　

女
の
自
立

　
　

男
の
自
立
」

　

　

男
女
平
等
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
は
、
女
と
男
、
妻
と
夫
、
子
と
親
が

愛
情
豊
か
に
つ
む
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男
女
が
互
い
に
人
と
し

て
尊
ば
れ
、
幸
せ
に
生
き
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
学
び
、
語
り
合
う
集
ま
り
で

す
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
映
画
会
、
講
演
会
、
分
科
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
中
で
す
。
詳
し
く

は
、決
ま
り
し
だ
い
市

報
で
お
知
ら
し
ま
す
。

◎
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

予
定　

平
成　

年
２

14

月
２
日（
土
）・
３
日

（
日
）の
２
日
間

◆
生
活
文
化
課（
�田
 
�

内
線　

、　

）

１４２０
１４２１

　

ス
キ
ッ
プ
教
室
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
か
ら
登
校
し
て
い

な
い
小
・
中
学
生
に
、
人
間
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
指
導
に

あ
た
り
、
集
団
へ
の
適
応
を
促
し
て
い
ま
す
。 

�

 

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�

 

①
教
室
に
通
い
な
が
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ

　

く
り
ま
す
。
② 
指
導
員
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
悩
み 

　

の
解
消
や
生
活
の
意
欲
向
上
を
図
り
ま
す　

③ 
グ
ル
ー 

　

プ
活
動
等
（
ス
ポ
ー
ツ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
創
作
） 

　

を
通
し
て
、
心
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
自
立
心
、
協
調 

　

性
を
育
み
ま
す
。
④ 
個
々
の
能
力
・
興
味
・
関
心
等
に
応 

　

じ
た
無
理
の
な
い
教
科
指
導
を
進
め
、
学
ぶ
喜
び
を
と
も 

　

に
味
わ
い
な
が
ら
、
学
習
の
つ
ま
ず
き
な
ど
の
解
消
に
努 

　

め
ま
す
。

�

 

◎
ス
キ
ッ
プ
保
谷
教
室
（
保
谷
町
１
〜
３
〜 

　
　

保
谷
小
学
校
北
側
別
棟
）　

◎
ス
キ
ッ
プ
田
無
教
室（
芝
久

３５

　

保
町
３
〜
７
〜
１
芝
久
保
小
学
校
別
棟
）

　

※
ど
ち
ら
の
教
室
に
通
う
か
は
、
見
学
し
て
選
べ
ま
す
。

�

　

教
育
相
談
課
（
保
谷
庁
舎
５
階
）

◆
教
育
相
談
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２６４１

開
室
日
時

活
動
内
容

場　
　

所

申
込
・
問
合
せ

�
�
�
�
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国国
民民
年年
金金

保保
険険
料料
のの
納納
付付
はは

口口

座座

振振

替替

でで

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

〜
公
団
住
宅
「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ひ
ば
り
が
丘
南
」
〜

　

市
で
は
、
９
月
２
日
か
ら
資
源
循

環
型
社
会
形
成
の
一
環
と
し
て
、
谷

戸
町
一
丁
目
の
公
団
住
宅
「
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
ひ
ば
り
が
丘
南
」
で
総
戸

数　

戸
の
う
ち
、
段
階
的
に　

世
帯

495

304

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
生
ご
み

の
堆
肥
化
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
末
ま
で
に
、
当
該
住
宅
全
世
帯
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
天
然
ガ
ス
を
使
用
し
た
も
の

で
、
生
ご
み
の
約
８
割
を
減
量
で
き
る
と
と
も
に
、
最
終
的
に
は
、
年

間
約　
�
の
堆
肥
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
堆
肥
は
、
市
内
の
農
家
で
利

20

用
さ
れ
た
り
、
花
壇
・
公
園
な
ど
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
�保
 
�
内
線　

〜　

）

2221

2224

　現在西東京市では、ＰＴＡや地区会、育
成会等の方々の協力を得て、「子ども110
番の家」・「ピーポ君110番」という駆け込み
ハウス活動を行っていますが、このたび、
東京都理容組合西東京支部が独自の活動
として、「子供１１０番」を始めました。
　今回、活動始めとして、西東京支部青年
部長から抱負をいただきました。

　市では、組合や各行政機関と情報交換や連絡体制等協力し、交流を深め
ながら、活動を進めていきたいと考えています。

◆子育て支援課（�田 �内線１５２１）

「子供１１０番」
理容店でもスタートしました

　「二学期が始まる９月に向けて地域社会との取り組み方を模索して
きました。そして、近年、子どもたちが巻き込まれる事件が多く報告
される現状に地域の床屋さんとして、このたび「子供１１０番」を始め
ることとなりました。
　西東京市内には、約１００件余りの理容組合店があり、各地域ごとに
店舗が存在しています。子どもがこれらの店舗に駆け込める、避難所
的な役割を果したいと思って活動を始めました。市や警察署などのご
指導を得まして、連絡体制などを整えていきますので、このステッカ
ーを万が一の時の目印にしていきたいと思っています。

東京都理容組合西東京支部青年部長　荒木　英樹
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